
令和７年度東北地区国立大学法人等
オープンセミナー

東北地区国立大学法人等職員採用試験事務室



本日のスケジュール

１.職員採用試験の概要及び採用までの流れについて

２.各機関特色等１分間ＰＲ

３.先輩職員の体験談

４.職員による質疑応答・相談会



職員採用試験の概要及び採用までの
流れについて



国立大学法人等職員
統一採用試験

国立大学
法人等職員

独自試験

公務員試験に似た第１次試験を課す

実施・内容は各機関による

採用試験の基礎知識



第１次試験

マークシート式（40問・120分）

全試験区分共通で教養試験のみ

・受験する場所は全国から希望する場所を選択可能

・採用を希望する機関がある地区を1地区のみ選択

・希望する業務に応じて試験区分を選択

国立大学法人等職員統一採用試験

北海道

東北

関東甲信越

東海・北陸近畿

中国・四国

九州



採用希望地区の各機関で試験を実施

・試験の実施方法は機関によって異なる
・内定に応諾できる機関は1機関のみ

■事務 各機関毎の面接（集団・個別）、集団討論、小論文など

■技術系 各機関毎の面接など

■図書 各機関毎の面接図書系第2次専門試験

国立大学法人等職員統一採用試験

第２次試験



採用内定

受験申込
・5/8（木）10：00～5/22（木）17：00

受験申込はインターネット受付

第1次試験
・6/29（日）10：00～12：00

筆記試験（全国一斉実施、多肢選択式）

第1次試験合格発表 ・7/17（木）9：30

合同説明会
・7/26（土）～7/27（日）

採用予定のある機関による合同説明会

第2次試験
・各機関で設定

複数機関の受験が可能

令和７年度採用試験日程について



平成7年（1995年）4月2日以降に生まれた者
（雇用対策法施行規則第１条の３第１項３号のイ）

ただし、次の者は試験を受けられません。

（１）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの者

又はその刑の執行猶予の期間中の者その他その執行を

受けることがなくなるまでの者

（２）懲戒解雇又はこれに相当する処分を受けたことのある者で、

その処分の日から２年を経過していない者

（３）日本国内における活動に制限のない在留資格を有しない者

学歴・資格に関する要件はありません。

令和７年度受験資格



複数地区への併願は×

・採用希望地区は全国７地区から
１地区のみ選択

・第一次試験は全国一斉

採用希望地区について

北海道

東北

関東甲信越

東海・北陸近畿

中国・四国

九州



東北地区の国立大学法人等

国立大学法人
弘前大学/岩手大学/東北大学/宮城教育大学
秋田大学/山形大学/福島大学

独立行政法人
国立高等専門学校機構

八戸工業高等専門学校/一関工業高等専門学校
仙台高等専門学校/秋田工業高等専門学校
鶴岡工業高等専門学校/福島工業高等専門学校

独立行政法人
国立青少年教育振興機構

国立岩手山青少年交流の家/国立花山青少年自然の家
国立那須甲子青少年自然の家/国立磐梯青少年交流の家
※統一試験からの直接採用は行っておりません



・全試験区分とも同じ問題

・教養試験のみ

・希望業務に応じて
１つの試験区分を選択

※採用後に
別の試験区分への
異動はなし

業務内容 試験区分

事
務
系

Ⅰ 事 務 事 務

Ⅱ 図 書 図 書

技
術
系

Ⅲ 施設系技術
電気、機械、土木、建
築

Ⅳ
教育・研究
支援系技術

電気、機械、土木、
建築、化学、物理、
電子・情報、
資源工学、農学、
林学、
生物・生命科学

試験区分について



採用予定者数

採用予定者数はHPで公開しています。
変動する可能性がありますので随時ご確認ください！



･事務：83名
･図書：2名
･施設系技術：6名
･教育･研究支援系技術：14名

総計：105名

採用予定者数



よくある質問



Ｑ．全国統一の試験を受けて、
「東北地区」グループの採用になるのか？

Ａ．いいえ。各機関ごとの採用になります。
第１次試験は「東北地区」を受けてもらいますが、
第２次試験からは機関ごとの採用試験を受け、
内定は各機関からもらうことになります。
東北地区グループでの採用とはなりません。

よくある質問①



Ｑ．受験する大学の出身者の方が有利か？

Ａ．出身大学による有利・不利はありません。
採否については第一次試験及び第二次試験の
結果により決定します

よくある質問②



Ｑ．転居を伴う異動はあるか？

Ａ．採用される機関によります。
県内各地にキャンパスを持つ機関は、
異動の際に引っ越しが必要になる場合が
あります。また、人事交流により、
他機関で勤務する可能性もあります。

※人事異動は本人の希望と適性を考慮しながら決定

よくある質問③



Ｑ．子育てと仕事との両立は可能か？

Ａ．可能です。
産前・産後休暇、育児休業制度、
育児短時間勤務などの制度が充実して
おります。男性職員でも育児休業制度を
活用する方が増えています。

よくある質問④



Ｑ．試験区分「図書」を希望していますが、
司書の資格は必要か？

Ａ．必要ありません。
図書に限らず、全ての試験区分にて、
資格や学歴に関する要件はありません。
「図書」区分は専門性を東北地区内合同の
第２次専門試験にて考査します。

よくある質問⑤
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